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た 免疫組織化学染色では CK34s，E12， UEA-1 はともに陽性で，
病理診断は乳頭状)娘婿1¥')の bellini管痛であった (pT3aNOMO，stage 


















した (RCCclear cel type， G2， pT2 NO MI).外来にて経過観察
中，術後3年3カ月の腹部 CTで，両側副腎の腫大を認めた.腎細
胞癌の両側副腎転移と診断し， IL-2療法開始，浮腫発熱などの副作

































勝脱像を認め， VCUGにて両側の gradeVの UVRを認めた.尿
閉となったため勝脱痩を造設し水腎，水尿管の改善を図った. 1999年






































































































副腎， リンパ節に転移巣を持った進行例であった.CPA 60 mg/kgX 












































法)を考案実施した.本法は PuboprostaticLigament of the Female 
(Krantz)の位置に相当して，その支持力を代償補強せしめる効果を
作るもので，版圧性尿失禁の主症状である後尿道勝脱角 (PUV
angle)消失の恢復を図るという jeffcoateの条件に肢も合致する手
術々式であると私は信ずる. 10歳より56歳までの女子JIl圧性尿失禁患
者12例について本j去を施行し，術後3カ月より 2年7カ月に瓦って追
跡した. 12例中 i例を除いてすべての症例の完全な治癒を認めた.当
該l例は重症のため妊娠4カ月目に手術を行い失禁の著明な改善を認
めたがなお根治には至らなかった.
